
《山形県地域計画実現促進会議主催》 

令和７年度山形県地域計画実現促進セミナー 

日時 令和８年２月６日（金） 13:00～16:00 

場所 山形ビッグウィング 大会議室 

次   第 

１ 開  会  

２ 挨  拶 

 ３ 説  明（資料１） 

   テーマ：地域計画の策定状況等について 

   説明者：山形県農林水産部農業経営・所得向上推進課 課長 田子 大樹 

４ 事例紹介 

  （１）県内の事例紹介 

    ①山形市（南山形地区）（資料２） 

       テーマ：地域まるっと中間管理方式を活用した農地集積について 

     説明者：山形市農林部農政課 課長補佐（兼）就農・経営支援係長 今野 一樹 氏 

    ②寒河江市（柴橋地区）（資料３） 

       テーマ：若手農業者を中心とした話し合いによる地域計画への反映について 

     説明者：寒河江市農林課 農政係長 菅野 傑 氏 

    ③新庄市（宮内地区）（資料４－１，４－２） 

       テーマ：農業委員が中心となった地域の農業者の意向把握について 

     説明者：新庄市農林課 水田農業対策係長 三宅 大輔 氏 

         新庄市農業委員会 農業委員 森 良一 氏 

  （２）県外の事例紹介 

    ①島根県江津市（資料５） 

       テーマ：農地利用ゾーニングを基にした地域計画の策定と推進について 

     説明者：島根県江津市農林水産課 農政係長 堀江 亮輔 氏 

    ②福井県小浜市（資料６） 

       テーマ：地域の話し合いを通じた農地の集積・集約化の取組みについて 

     説明者：福井県小浜市農林水産課 課長補佐 奥村 直己 氏 

 ５ 情報提供（資料７） 

   テーマ：地域計画のブラッシュアップに向けて 

   説明者：農林水産省経営局農地政策課 経営専門官 鈴木 陽 氏 

 ６ 質  疑 

 ７ そ の 他 

８ 閉  会 
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令和７年度 山形県地域計画実現促進セミナー説明資料 （新庄市） 

 

１．本市の地域計画策定状況 

  本市の地域計画は、令和７年３月３１日に市内全体で４０地区を策定した。 

  ※計画の区域内範囲は、実質化された「人・農地プラン」のエリアを踏襲した。 

  ※広範囲の区域では、農家が自分事化しにくく絵にかいた餅となってしまうため。 

 

２．地域計画策定の経過 

・令和 6 年度末までの策定が法定化された。 

・令和 5 年度中の経過として、農家へ地域計画の概要（制度説明や補助制度との関係性）の

パンフレットを経営所得安定対策事業の地域説明会や、農業協力員会議などで配布した。 

・令和６年度中の経過として、地域計画策定では地域の話合いが不可欠であり、地域農業を

将来的にどのようにしていくか、地域で話し合うための「協議の場」が必要である。 

ただし、策定主体の市農林課が主体的に「協議の場」を設定してしまうと、地域には「やら

されている感」がでてしまうため、「協議の場」の設定・地域農家への参集声掛けは農家の代

表者である「農業委員（１９名）」、「農地利用最適化推進委員（８名）」、各地域農業における連

絡員の役割を担う「農業協力員（１０３名中の一部）」がおこない、「協議の場」を持つことがで

きた。 

・しかし、いざ「協議の場」の開催という時期に、令和６年７月に最上地域を含む地域で豪雨災

害が発生。 

 （当初、令和６年７月～１０月上旬に第１回目の「協議の場」４０箇所を順次開催予定であった） 

・本格的に、「協議の場」を開催できたのは令和６年１０月～ 

 「協議の場」の進め方 

 ① 市農林課から地域計画の内容の説明、参考様式 5-1 号の素案の説明（３０分） 

 ② 協議（３０分～１時間） 

 ③ 目標地図及び地域農業を担う者の話合いについて（１５分程度） 

・「農業委員」や「農地利用最適化推進委員」、「農業協力員」が目標地図及び地域農業を担う

者リストを取りまとめて、市農林課へ提出する。 

（目標地図やリストのとりまとめは後日実施する地域が大多数であった。） 

 

3．新庄市宮内地区の地域計画について 

・新庄市の地域計画（宮内地区）は、市街地に隣接する地域の農地である。近隣には、住宅街

や「ヤマザワ」「コメリ」等の大型店舗があり、また東北中央自動車道新庄 IC からのアクセス

がよい地域となっている。 

・また、昭和４０年代には基盤整備事業を実施し、整理田を有する営農においても利便性の高

い地域である。 

資料４－１



令和７年度 山形県地域計画実現促進セミナー説明資料 （新庄市） 

 現時点（令和８年１月末時点） ① 地域計画区域内面積         ３０．８ｈａ 

                     ② うち農業振興地域の農用地面積 ２７．２ｈａ 

                     ③ 田の面積                ３０．８ｈａ 

                     ④ 現状の集積率               ６８．５％ 

                     ⑤ 将来目標集積率            ９８．４% 

                     ⑥ 農業者担う者                 26 経営体 

宮内地区の農地 

 

 この地区の地域計画策定の経過 

・令和６年１１月下旬に第１回目の「協議の場」を開催。 

・令和６年１２月～令和７年２月に地区の農業委員を中心に農地利用最適化推進委員と協力

し、現耕作者や農地所有者への個別の意向確認及び目標地図への反映をおこなった。 

⇒丁寧な意向確認を進めたことにより、他地域と比較しても将来的により高い集積率の「地

域計画」を策定できた。 

 

４．地域計画の今後のブラッシュアップについて 

 ・市農林課は策定段階の「協議の場」から、目標地図を含む「地域計画」を将来的に地域の農地、

農業をどのようにしたいか（現状）・どのようにしていきたいか（未来）を地域の農家や農地

所有者を含む関係者で話し合うための 

「材 料」にしてほしいと伝えてきた。 それはどうしてか↓ 

これまでは、「漠然的」に農地・農業のことを話し合い、各農家及び関係者がそれぞれ想像

してしまう場面が多くあり、同じ情報での話し合いが難しかった。 

今後は、自分や地域の他の耕作者の農地がどのように現在分布しているのか、今後どのよ

うにしていきたいかを 

「可視化」した目標地図が存在することによって、話し合いがしやすくなる。 



令和７年度 山形県地域計画実現促進セミナー説明資料 （新庄市） 

その「材料」を活用し、毎年１回は地域で話し合いをしてみませんかとのアナウンスも同時に

してきた。 

 ・毎年の話合いの中で、各地区の農地・農業を見つめなおし、計画的にいかないイレギュラー

な事態もあるかもしれないが、一人で抱え込まずに地域で話し合いながらブラッシュアップ

していきたい。その過程で行政・JA・土地改良区が協力して推進していく。 



資料５
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